
尾道市立向東小学校

改善計画
7月 1月

○児童アンケート
『「なぜだろう」「やってみたい」と進
んで学習に取り組むことができた』の項
目で，肯定的に答えた児童の割合

90% 88.2% 98.0% B

【結果】
・児童アンケートは，全体を通して，88.2％が肯定的な回答だった。
（低学年:88.６％・中学年:94.６％・高学年81.4％）
【課題】
・児童アンケートでは，最も低い回答をした児童が全校で５名いた。全
体的な授業改善と同時に，個別の実態把握や支援をする必要がある。
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・中学年が94.6％と高いのは何か工夫があったのか知りたい。
・概ね目標を達成している。児童の達成感を大切にしてほしい。
・児童アンケートで否定的な回答をした児童は，学力も低い傾向に
あるか。課題として挙げているように，個別の実態把握が必要だと
思う。
・高学年になると急激に落ちるのが気になる。やらされている学習
にならないような工夫が知りたい。
・興味をもたないと子供は取り組まない思うので，このアンケート
結果は先生の努力の賜物だと思う。

・主体的な学びができるように引き続き授業
改善を行っていく。主体的な学びに繋がる授
業について，実践交流を行い，めざす授業像
を明確にし，再現していく。
・研究便りを作成し，教職員に周知し，共通
理解を図っていく。

○学力調査
単元末テストにおける平均正答率（％）
　　1年　国85　算85
　　2年　国85　算85
　　3年　国85　算85
　　4年　国85　算85
　　5年　国80　算80
　　6年　国80　算80

100%

【全体】
国84.3％　算80.5％
１年:国87％　算85％
２年:国82％　算76％
３年:国81％　算80％
４年:国87％　算79％
５年:国87％　算83％
６年:国85％　算80％

【全体】
国102％　算97.3％

１年:国103％　算100％
２年:国  96％　算  89％
３年:国  95％　算  95％
４年:国102％　算  96％
５年:国109％　算104％
６年:国106％　算100％

B

○不登校長期欠席（欠席30日以上）の者
の人数。（昨年度８人）

７人
以下

１学期までの不登校長期
欠席児童３名。 230% A

【結果】
・長期欠席の児童は３名であり，昨年度の８人より減少している。しか
し，教室に入りづらい児童も数名いる。
・各学級において構成的グループエンカウンターを行った。夏季休業
中，２学期からの取組の充実をねらいとして，各学級で実施した活動の
交流を全教職員で行った。
【課題】
・児童が所属感を味わえるような学級運営の構築が必要である。
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・昨年度より減っているのは良い点である。
・児童を理解し，情報を共有して指導にあたってほしい。
・所属感を味わえる学級運営とは。具体的にはどんなものか。
・昨年度8名だった長期欠席児童が今年度3名になったので卒業
したからか。あるいは，学校に登校するようになったというこ
とか。引き続き取組を行ってほしい。
・先生同士の活動の交流でヒントを交流し合う雰囲気が良いと
感じる。
・具体的にどのような活動をしたのか興味がある。

・構成的グループエンカウンターを各学級で
引き続き実施し，自己理解と他者理解を充実
させ，自己肯定感（自己存在感）の高まる集
団作りを行っていく。一人一人が学級に所属
感や連帯感を感じる居心地のよい学級をめざ
していく。

○児童アンケート「元気がない友達を慰
めたり励ましたりできる」「悩んだら友
達に相談することができる」の項目で，
肯定的に答えた児童の割合

80%

学校全体８0％

低学年８０％
中学年８２％
高学年７８％

100% A

【結果】
・児童アンケートの学校全体平均値は８0％であった。目標値は達成でき
ているが，上記のアンケートと比較して肯定的に答えた児童の割合が少
ない。
【課題】
・ロングタイムに行う縦割り班活動で，「遊ぶ」ことのみに重点をおく
のではなく，他学年と対話するような活動を意図的に行うことが必要で
ある。
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・他者とのかかわりが増えてきているのではないかと思う。
・児童の横のつながりを作るとともに，縦のつながりを作る取組を増やし
てほしい。
・コロナ禍での集団遊びはどうなのか。「遊ぶ」「対話する」が密になる
と考えると活動の見直しが必要な時期ではないか。
・アンケートに肯定的に回答できなかった理由の把握はしているのか。
・高学年になると恥ずかしさが出るのかもしれない。
・児童主体で，心の本音を出し合い，支え合う仕組みが広がったら良いと
思う。
・縦割り班活動が苦手な子もいると思うが，様々な仲間と交流できる機会
なので，今後も継続してほしい。

・縦割り班活動を充実させ，異学年による児
童のかかわりを増やしていくと共に，リー
ダーを育成する。

自立し協
働できる
児童の育
成

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着

（１）挨拶指導の充実による豊かな心の育成
①目指す姿を明確にした挨拶指導
・「いつでも・どこでも・だれにでも」
②多様な挨拶運動の展開
・代表委員会を通じて，委員会，学級代表など様々な児童による挨拶運動
・地域と協働する挨拶運動
③年間を通じて継続的な活動
・振り返りシートの活用

○挨拶に関する児童アンケート「いつで
も・どこでも・だれにでもあいさつがで
きた」の項目で，肯定的に答えた児童の
割合

80％

学校全体82.3％

低学年８１％
中学年８２％
高学年８４％

103% A

【結果】
・挨拶に関する児童アンケートの学校全体平均値は８2.3％であった。
【課題】
・学級によって差があるため，児童に対する意識付けが不十分であると
考えられる。
・学校から家庭，地域へと取組を広げる。
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・引き続き，挨拶は頑張ってほしい。
・自己表現をする第一歩が挨拶である。しっかりと声が出せるよう指導を
継続してほしい。
・学級差をなくすために，学級への働きかけをどうしていくのか示した方
が良いのではないか。児童アンケートだけでなく，他者アンケートの必要
性。
・アンケートに肯定的に回答できなかった理由の把握はしているのか。知
らない人（＝不審者）とする昨今の情勢，誰にでも挨拶をするのは難しい
かもしれない。
・挨拶の後，顔を上げて相手の存在を懐に受け入れるところまでの真心が
先生と大人側にあったら子供達にも届くと思う。子供だけでなく大人も。
・出会った時，よく挨拶をしてくれる印象がある。

・コミュニティ・スクールの利点を生かし，
学校内だけでなく，地域や家庭・中学生にも
挨拶ができる児童を育成する活動を今後実施
していく。

体
力

（１）握力（体力テスト）の向上
①握力に係る常設コーナーの設置
②体育の授業時間での取組（サーキットトレーニング）
③月1回上位記録者の掲示・発表

○月1回計測し，前月の自分の記録を維持
または向上した児童の割合

80％
55.7% 69.6% C

【結果】
・握力に係る常設コーナーを設けることで，握力に対する児童の意識は
高まった。
【課題】
・コロナ禍での衛生管理，運動会練習が多かったため，低学年の実施は
難しかった。測定値の結果については，今後継続的に分析をしていく。
・握力に係る測定が期日までに間に合わない学級があり，月１回上位記
録者の掲示発表が予定通り実施できなかった。
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・制限がある中，先生も児童も大変だったと思う。
・取組の継続で目標達成に近付くと思う。
・握力以外の体力向上のための常設コーナーを検討してみては
どうか。
・握力は様々な運動能力の向上に大変有効なので，今後も個々
の力に応じて楽しく取り組んでほしい。
・楽しみながら体力づくりできるのはいいと思う。前回の記録
を上回った子供達も評価してほしい。
・握力の記録を維持することができなかった子供が半数近くい
るのはなぜか。握力向上の意識が高まったとはいえない。

・握力に係る取組がマンネリ化にならないよ
うに，リニューアルを計画的に行い，児童の
意欲を高める。
・体育科の授業の体つくりなどを生かし，多
様な動きを取り入れたサーキットトレーニン
グを検討する。
・簡単に測定できる握力計の購入，タイムス
ケジュールを細かく教職員に周知する。

　

・あと少しで目標に達成するので後半に期待している。
・どの教科においても読む力が必要だと思う。できな
かった所をやり直させる等，基礎基本を大切にしてほし
い。
・テスト結果の課題を子供の側からのみ見付けるのでは
なく，指導者側からの課題も探ってみてはどうか。
・小テストを多く取り入れ，応用問題を取り入れてはど
うか。
・読む力の育成の工夫をどのようにしているのか。なか
なか力につながらないのはどうしてか。全教科を通じ
て，中学校でも大切なことなので，引き続き，力を入れ
てほしい。
・読書は良くしている印象がある。
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A115%

【結果】
・単元末テストにおいて，国語科は，全体で達成値を上回り，算数科は
下回った。
【課題】
・問題文を十分読んでいない児童や問題文等，どこを読んで考えればよ
いのか分からず，場面把握が十分できていない児童がいる。
・時間を意識して問題に取り組んでいない。そのため，最後まで問題を
解くことができない児童がいる。

学校全体９2.3％

低学年９４％
中学年９５％
高学年８８％

80%

○児童アンケート「自分に満足してい
る」「学校生活が楽しい」の項目で，肯
定的に答えた児童の割合

・SCや担任による面談等を実施し，児童の
不安や悩みを理解していく。個の対応と集団
への働きかけを行い，児童一人一人が安心し
て学校で過ごせる学級づくりを行っていく。

・委員として何もお手伝いできませんでしたが，先生方の力だと思
う。ＣＳと更なる連携を図ってほしい。
・取組の定着を図り，児童の変化をタイムリーに見取ることを継続
してほしい。
・教師の見取りをどのようにしていくのか。どのような形で見取っ
たことを評価するのか。見取りの方法を具体的に全教師に示さない
と抽象的なものになりはしないだろうか。具体策を示してほしい。
・いじめをしている側の児童がいじめをしていると気付いていない
こともあると思う。
・担任の先生も個別面談を多く取り入れ，いじめのない学校にして
ほしい。
・先生には話しづらいこともＳＣには話せるというケースは多いの
か。多ければ，ＳＣ個別面談を他学年の児童も受けやすいように広
げることは可能か。
・全児童，担任との個別に話す機会があるため，困っていることが
相談できて安心感がある。
・目標80％の設定がどこからきた規準なのか分からない。自己存在
感の育成・基本的生活習慣の定着の項目の目標は100％でも良いの
ではないか。逆に考えると，友達を慰めることができない児童が
20％もいるということになる。
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【結果】
・児童アンケートの学校全体平均値は92.3％であった。
・６月に全児童，全保護者を対象としたいじめに関するアンケートを実
施した。また，全児童を対象に，担任による個別面談を実施した。いじ
め等に関する記述があった事案については，担任が事実確認を行い，解
決をした。
・６年生全児童に対して，SCによる個別面談の実施，及びSCと担任と
で情報交流を行った。児童の小さなサインを見逃さない取組を行った。
・生徒指導便りを配布し，ＳＣ等の教育相談体制の周知・共通理解を
図った。
【課題】
・不登校児童や教室に入りづらい児童が，ＳＣに相談することを継続的
に行っていく。
・児童アンケートの結果だけでなく，個と集団に係る教師の見取り等を
生かす必要がある。

令和 ３年度　学校評価表

学校教育目標 「確かな学力と豊かな心を持ち，たくましく生きる児童の育成」

a 　ミッション 「コミュニティ・スクールを基盤とした小中連携教育の深化」 a 　ビジョン 「学校と地域が協働し，子供の未来を拓く学校」

評価計画 自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標

f

目

標

値

h

達

成

度

i

評

価

j 結果と課題の説明

k 二次評価

l コメント m 改善案g
達成
値

g
達成
値

イ ロ ハ

学
力
の
向
上

主体的に
学び続け
る児童の
育成

基礎学力の向上

（１）授業改善
①思考力，活用力の育成をめざした指導と評価の一体化
・思考力，活用力を見取る評価テストの採用
・単元で求められる力を明確にした指導
②課題や実態の把握
・小テストの定期的な実施
・適用題による即時評価

（２）主体的な学びを実現させる授業の創造
①問いの読み取り方指導
・場面把握
・絵やグラフ，表による表現
・問題文への書き込み
②振り返りの充実
・視点を明確にした振り返り
・振り返りを生かした学習展開
③研究授業の実施
・年１回以上の授業研究を全員実施
・事前研修，事後研修による教員同士の学び合い
・講師の招聘

（３）読む力の育成
①文章問題や資料の内容理解の充実
・情報過多等の資料の工夫
・文章問題の提示方法の工夫
・音読学習の充実
②読書活動の推進
・図書室や移動図書（市立図書館）の利用
・読書マラソンカードによる意欲向上

○学力調査
12月の標準学力調査における平均正答率
（％）

全国
平均
以上

心身とも
に成長し
ようとす
る児童の

育成

自己肯定感（自
己存在感）の育

成

自
己
存
在
感
の
育
成

（１）仲間との関わりから自己存在感を感じ，生き生きと活動する学級集団の育
成
①仲間づくりを意識した学級運営
・学級において構成的グループエンカウンター実施（月２回以上）
・構成的グループエンカウンターや学級運営に関する教職員研修（学期に１回）
②児童の不安感を早期発見する体制の整備
・いじめアンケート実施後，全児童に対し担任による面談（年３回）
・スクールカウンセラーによる面談（高学年）
・生徒指導便りによる，スクールカウンセラーや教育相談の保護者への周知（学
期に１回）

（２）自己存在感をもたせる場や時間の確保
①ロングタイムの活用
・縦割り班活動の計画的な実施による異学年交流
・委員会発表の時間を十分に確保し，児童に活動の場を与える。
②児童会活動と学校行事の充実
・仲間づくりに重点を置いた学校行事の実施（年２回以上）

生
徒
指
導
の
充
実

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

地域と共
に育つ児
童の育成

学校と地域の
協働の向上

地
域
と
の
つ
な
が
り

（１）地域の特色を生かした授業や地域とつながる授業の実施
①各学年が設定した学びの場
　（生活科・総合的な学習の時間等）

（２）心を育てる教育
①地域のゲストティーチャーを招聘しての道徳
②環境整備

○児童アンケート
「自分の住んでいる地域が好き」「地域
の人に挨拶している」（全学年）
「地域のためにできることを考えてい
る」（中・高学年）
「友達や相手を思いやって行動してい
る」（全学年）
○地域ボランティアアンケート
「地域で，児童への声かけ等ができた」
「校内の環境は，整っている」

80%

①児童アンケート
79.2％

②地域ボランティア
アンケート

無し

①児童アンケート
99％

②地域ボランティア
アンケート

無し

①A

②評価
無し

【結果】
・児童アンケート「自分の住んでいる地域が好き」「地域の人に挨拶し
ている」「友達や相手を思いやって行動している」の項目で肯定的に答
えた児童の割合は概ね80％であった。「地域のためにできることを考え
ている」の項目で肯定的に答えた児童の割合は60％程度であった。
【課題】
・コロナ禍のため，地域のためにできることを行うことができなかっ
た。コロナ禍においてもできる取組を工夫する。
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・「地域のために･･･」は日本全体で低いので，日本社会の課題
だと思う。
・自分と地域のかかわり方を考えるきっかけになっていると思
う。
・信頼される学校づくりは，特にコミュニティ・スクールの特
性を生かした方策や指標を考える。指定を受けているからこそ
できるもの，していきたいものを実施し，学校の変革を期待す
る。
・コロナ禍で，地域との活動を実施するのは難しいとは思う
が，引き続き取組を工夫してほしい。
・挨拶は大変できるようになった。自分の住んでいる地域が好
きというのは良いことである。
・コロナ禍でもできる取組を考えてほしい。
・子供達の身近な者や人に触れることで，向東の良さをより感
じることができ，心を育てることにつながると思う。
・子供達の活躍は，地域にとって非常に大きな力となり，地域
の活力となる。これからも続けて頑張ってほしい。

・生活科や総合的な学習の時間等において，
コーディネーターと連携をとりながら，コロ
ナ禍に応じて，児童が主体的な学びや深い学
びにつながるように授業改善を行う。地域の
良さに気付き，新たな見方ができるようにし
ていく。
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情
報
発
信

（１）学校の取組に係る保護者・地域への発信
①学校便り・HP
②学級懇談会・入学説明会等

（２）コミュニティ・スクールの取組の発信
①CS便りの発行（年間４回以上）

○保護者アンケート
「学校は，学校行事や授業で地域の人材
を積極的に活用している」
「学校の取組は，保護者の関心を高め，
保護者の学校行事等への参画・参加につ
ながっている」
「コミュニティ・スクールだよりは，適
切な時期や内容で発行されている」

80%
保護者アンケート
12月に実施予定

・読み取り方の指導を充実させていく。
・場面把握ができる指導を行っていく。（操
作・図・絵等）
・正答率30％未満の児童への個別指導を行
う。
・向東小テストを作成，実施し平均正答率を
上げる取組を行っていく。
・時間を意識させて問題に取り組ませてい
く。

・学校の情報は適正に公開されている。地域へも回覧を
通じて公開されている。
・お便りだけでなく，ＨＰでの情報発信をすることで，
地域の方へ，より学校のことを知ってもらうことができ
るので，とてもありがたい。

・引き続き，学校便りやコミュニティ・ス
クール便り等を通じて，小中連携教育の取組
を発信していく。

【自己評価　評価】
　Ａ：１００≦（目標達成）　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】
　　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わからない。

【取組の現状】
・保護者アンケートは，緊急事態宣言が発令され，アンケート項目に係
る内容についての評価が難しいため実施していない。
・HP：小中連携教育の取組を紹介した。
・学校便り：コミュニティ・スクールに係る取組を掲載した。（７・８
月号）地域の方々にたくさんの支援をいただいていることを紹介した。
・児童：ゲストティーチャー等で，地域の方々にたくさん支援していた
だいていることを周知し，地域とのつながりの大切さ・地域の方の優し
さや感謝する気持ちを考えさせた。

様式1


